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○国民健康保険事業　722万9千円
　プレ健診事業、特定健診受診者がん検診無料事
　業、重症化予防事業
○介護保険事業　200万円
　生活支援サービス事業（多様なサービスを実施
　する団体への補助）
○市立病院事業　
　3億9,700万円
　医療機器整備、看護
　学生に対する学資金
　貸与制度
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平成30年度企業・特別会計主要予算（抜粋）

苫小牧市老人医療費助成条例の廃止について

賛否の分かれた議案

苫小牧市固定資産評価
審査委員会委員の選任
について
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○水道事業　17億1,659万7千円
　管網整備、老朽管更新、水道施設耐震化、メー
　ター取替工事など
○下水道事業
　24億4,751万4千円
　雨水管・汚水管整備、
　ポンプ場施設整備、
　下水処理センター長
　寿命化対策など
○霊園事業　900万円
○公設地方卸売市場事業　994万8千円

　苫小牧市老人医療費助成制度は、市の独自制度として国の
高額療養費制度に上乗せする形で、入院時の自己負担額の軽
減を図っておりましたが、世代間の公平や能力に応じた負担
の観点から廃止となります。
※施行日は平成 30年８月１日
※市民周知については、広報とまこまい・ホームページ・対象者に対
する通知や医療機関、調剤薬局に掲示するポスターに周知文の貼り
付けなどを予定しています。

　議案第 20 号「苫小牧市
後期高齢者医療特別会計」
において各会派の賛否は右
記のとおりでした。
　下記に内容を掲載してい
ますのでご一読ください。

　岡　　　聖　子　　氏
伊　藤　芳　一　　氏
　佐　藤　　　修　　氏

会派名 緑　風 公明党
議員団

日本共産党
市議団

民主
クラブ

改革フォー
ラム 会派市民 陽　春

可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○
矢嶋　　翼 藤田　広美 小野寺幸恵 西野　茂樹 越川　慶一 桜井　　忠 金澤　　俊

岩田　典一 神山哲太郎 渡辺　　満 小山　征三 牧田　俊之 谷川　芳一 宇多　春美

議員名 板谷　良久 大西　厚子 工藤　良一 松尾　省勝 首藤　孝治

竹田　秀泰 池田　謙次 冨岡　　隆 岩田　　薫 松井　雅宏

木村　　司 林　　光仁

（木村司議長は採決には加わりません）
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